
阿口の遺産

杉さくらの杜育てて観る会





本誌は、『北房町史』『阿口を訪ねて』を中心に、
その他の記録、聞き覚えのある口伝を記述してい
る。
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地名のおこり

阿口の地名のおこりは２説ある。
１つ目の説は、阿賀郡（あがのこおり）の口に由来するという説。
２つ目の説は、阿口村の地質に由来するという説。
阿口のほぼ中心にある竜王山には赤鉄鉱を産出する。今でもこの

山を中心にいたるところに赤鉄鉱が地表に露出し、そのさびで山肌
が赤く見えるところがある。阿口村は、この赤い地肌に含まれる鉄
鉱石を求めて集まった製鉄集団によって開かれた村で「あかの地」
→「あかち」→「あくち」と発音がなまって変化していったものと
いう説である。
原茂に庄屋がおかれ、他に草谷村、境村、杉村がある。
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阿口小学校

明治維新により日本政府は欧米
諸国と肩を並べるべく、あらゆる
面で近代化政策をとってきた。教
育もその改革の大きな柱として、
明治５年（1872）、今までの寺子
屋から欧米の教育制度に学び、全
国的に学区制を敷き、強力に近代
教育を進めた。
それに呼応して、阿口にも明治

８年（1875）12月、境 薬王寺本
堂脇室に「開明校」と称して作ら
れ、当時の住職が岡山県から教員
免許状を受け、教鞭をとった。途
中、「阿口簡易小学校」と改称し、
明治23年（1890）杉地区に校舎新
築移転するまで当寺で授業が行わ

れていた。明治、大正、昭和、平
成の４代にわたり、校名も幾たび
か変わり、校舎や運動場も何度か
改築拡張されてきた。在校生も最
多のときは140名を超え、卒業生
は地元はもとより全国各地で有為
な人材として活躍。ただ、悲惨な
大戦で戦死した卒業生も多数いる
ことも忘れてはいけない。また、
阿口小学校は阿口地区の文化の拠
点として「阿口地区運動会」や
「文化祭」も開いていた。
平成25年（2013）３月、児童数

９名≪６年２名、５年４名、４年
１名、３年２名≫となり、地域か
ら惜しまれながらも「呰部小学
校」に統合となり、「開明校」創
立から137年の歴史の幕を閉じる
に至った。

校庭

校舎

休校式典

校旗9



阿口小学校校歌

校歌は、1964年（昭和39年）の阿
口小学校の新校舎落成と共に制定さ
れた。
作詞は吉田那治、作曲は森豊幸で

ある。

1.雲を呼ぶ 雲を呼ぶ
竜王山に雲が沸く
希望にはえて この若さ この力
理想の虹を美しく
かけよう 吾等 我等
阿口小学校

２.風光る 風光る
大正田の野も山も
やさしく抱く この生命 この思ひ
平和の花を香も高く
さかそう 吾等 我等
阿口小学校

３.大田川 大田川
休む時なく 夢の歌
歌うせせらぎ この校舎 この六とせ
学びの道をまっしぐら
進もう 吾等 我等
阿口小学校

金倉神社

竜王山の麓にある金倉山に、鉱
山の繁栄を願って、明治43年まで
この地に祀られていた。村の氏神
様であった。杉地区には祭礼（阿
口神社の秋祭り）の時に立てる
「金倉大明神」と藍染の布に染め
抜いた宝暦年代ののぼりが残され
ている。現在ののぼりは新調した
ものを立てている。
境内があり、その境内の中央に

は昭和30年代後半に地元の人の手
で新しい石組の神輿代が造られ、
現代も残っている。昭和の時代ま
で、秋にある阿口神社の祭礼の時
の神輿巡行のおりには、この境内
に神輿を担ぎ上げ境内を練り歩い

阿口小学校歌の石碑

阿口小学校旧校舎

この山上に神社があった
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才の神（サイノ神）

村の出入り口にあたる場所に
祀ってある神様「塞の神」で、悪
疫など悪いものを遮って村に入れ
ない役割を持っている。旅人はサ
イの神の前では「通らせてもら
う」ところであって、頭を下げて
通らねばならなかった。また「通
らせてもらう」ことから、耳がよ
く聞こえるようにとお願いする神
でもあった。
杉の才の神は、作州に通じる道

の峠にあって大きな赤松の大木の
株元に祀ってある。仏像などの偶
像物はない。現在、赤松は倒壊し
て跡形もない。昭和40年代ごろま
では、穴を開けた椀を吊り下げた
り、小さな薪の束を供えたり、小
さい紙の旗を願主の年の数だけ立

た後祭典が行われた。今でも第１
番目の御旅所としてこの境内のも
とで祝詞が奏上される。
境内の周辺に金倉古墳があった

と伝えられている。

宝暦年代ののぼり

神輿台（第1番目の御旅所）
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てたりしていた。正月には木の枝
で箸を作り、才の神にお供えして
いた。
杉部落全員がお祀りしていたも

のではなく、一部の家系や親戚筋
がお祀りしている。
平成31年（2019）有志で鳥居と

御札を新しく作った。

大正田

「記念碑」の読み解き

上房郡呰部村阿口の地は山間に
あり、太田川がその中心を貫流し
ており、その両岸の田んぼは土地
が低く湿地、深い湿田でありしば
しば股まで沈んでいたため村民は
難儀していた。
そこで、大正５年、阿口村の有

志が集まって協議し官庁にも要請
したうえで同年２月９日に「耕地
整理組合」を設立。３月１８日に
起工した。以来、村民は心を一つ
にし、力を合わせて工事すること
１０年余り。用水路を通し、た
まっている水を抜き、荒れた土地
を拓き、畦道を整えてついに大正
１５年１２月２１日にすべての工
事を完成させた。
工事費３万余円を費やし、良田

２９町歩5反余歩を得た。麦青々
と稲は黄金色に豊かに広がってい
る様を見るとき、昔のあの苦労し
た農作業の思い出が消えてしまっ
たように感激した。ああなんと素
晴らしいことか。有志がこの工事

大正田（令和4年）

大正田（昭和62年）

大正田の石碑前での写真

大正田ができるまでの田のかたち 12



暗渠排水とは？

「暗渠（あんきょ）」とは、地
下に埋設したりふたをしたりし
た水路のことを指している。こ
れを活用し、土地の水はけを改
善する手法を「暗渠排水」とい
う。これは水田を乾田化するた
めに取り入れる方法のひとつ
だった。

大正田の耕地整理

暗渠排水の横断図

暗渠排水の縦断図

中溝の横断図

中溝の上からの図

大正田の上からの図

中溝とは？
杭を打ち、竹で編んでいる溝。
土留めと排水のどちらの機能も
あった。

のことを記し後世に伝えたいと念
願し、この碑を建立した。

昭和２年丁卯秋１０月

米１俵の価格・・・・約8円
大学卒業者の月給・・約50～60円
職業婦人の月給・・・約30円

当時の金銭価値
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その他の鉱山並びに鉱山跡

「別所銅山」阿口及び美川村の
境にあった。昭和３０年頃まで採
掘していた。他に「金山」「金尾
名（かなむな）」「金ずり」「ま
かも」「いもおか」「岩屋の段」
という地名や名称は鉱山と深くか
かわりがあった名残である。
杉、境地区は特に土の色が赤っ

ぽく、鉄分が溶け出ていると思わ
れる。

荷卸し

竜王山は、鉱物資源の豊かなと
ころでその採掘の歴史もかなり古
いと考えられる。かなずり跡や鉄
滓が多くあることからもそれが推
測できる。新しいものでは昭和１
０年から昭和３０年ごろまで銅山
を操業していた。銅鉱の採掘が主
あるが、古い時代は鉄の含有量の
多い赤鉄鉱を採掘、ここで製錬し
たと思われる。ふもとの「清明
塚」古墳のあたりで古代製錬の跡
がみられる。
口伝によれば、昔、竜王山全盛

期のときは因幡の国より多数の鉱
夫がやってきて住んでいたのが
「荷卸し」にあった「千軒長屋」
であったという。

ここに各所の鉱山で採掘した鉱
石を運んでおろし、「たたら」作
業をしていたという。道路を舗装
する前までは、金くそ（製鉄の際
にできる鉄くず）がたくさん残っ
ていた。

竜王山の鉱業

竜王鉱山の坑口

金くそ

現地写真

竜王鉱山の出し山
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鉱山関連の言い伝え

口碑曰く、かつての阿口にお
ける鉱山全盛の時代には、木材
鉱山の薪炭用に使われ、自家用
の薪炭の不足を訴えたという。

また、因幡の国（現在の鳥取
県）から多数の坑夫が行き来し
ていたが、坑内にて思いがけな
い災禍に遭い６名が死亡した。
よって、六地蔵を彫刻して埋葬
した。その妻子らがふるさとを
恋しく思い、次の歌を詠んだと
いう。

「ここで因幡の鳴る鐘聞けば、
因幡恋しや道遠や」

（『呰部村誌』未載の口碑）

清明塚

竜王山ふもとにあり、横穴式石
室を有する古墳を考えられている。
副葬品として、須恵器の平瓶、須
恵器のはそう、土器片、直刀破片
が出土している。
セイメイ塚というのは全国各地

清明塚古墳

出土した平瓶
（北房ふるさとセンター所蔵）

出土したはそう

に存在するようである。平安時代
の陰陽師である安倍晴明のゆかり
を記念して建立したものであろう。
民間の陰陽師が安倍晴明の人気に
あやかって安倍晴明とのつながり
を誇示するために建立したものと
も言われている。（インターネッ
トによる）
杉の「セイメイ塚」も同じもの

であろうが、それならば、「北房
町史」にある「清明塚」とある
「清」の字は「晴」の文字が正し
いと思われる。
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出土した土器片 ㊧表面、㊨裏面

出土した土器片 ㊧表面、㊨裏面

出土した土器片
（北房ふるさとセンター所蔵）

岩屋の穴

石灰洞。３つの開口部を持つ支
洞の多い吸い込み穴で、総延長１
３７０ｍ、高低差４６ｍに達する。

岩屋の穴の入り口

阿口小学校校地から西南のドリー
ネの北側に竪穴状の洞窟がある。
町内には大小３０に上る石灰洞

窟があるが、最大最長、しかもコ
ウモリなど洞窟生物の多い洞とし
て貴重である。
昭和３２年岡山県天然記念物と

して指定された。
現在は尋ねるものはいないが、

昔は子供たちの遊び場であったり
探検場所であったりした。
照明は設置されていないため、

たいまつを燃やして中に入ってい
た。
「鬼の岩屋」とも言って、この

穴に鬼がいるが、３月の節句には
鬼が節句礼に行って留守になるか
らその日だけは穴に入ってもよい
と言われていた。またヨシクニイ
ヤともいわれ、昔、竜王山が火を
噴いたときに庄屋の吉国（屋号）
がその穴に入って助かったのでそ
う呼ぶ。

（『北房町史民俗編』より）

竜王山の方は黒ぼこで凝灰岩質
や火山灰質の地帯があるため、火
を噴いたこともあるのではないか
と言われている。

雄岩、雌岩

阿口神社竜王山の杉側のふもと
にある２つの大きな岩。向いの大
佐山から鬼が竜王山をめがけて投
げた岩と言われ、大きい方を雄岩、
小さい方を雌岩と言う。雌岩は
「乳神様」ともいわれ、この岩に16



雄岩

雌岩

乳の乏しい母親が立願すると、豊
かな乳に恵まれると祟められてき
た。かつては布で乳型が作られて
供えてあった。
現在は、傍らの道路の拡張工事

で雌岩は頑丈なコンクリートで支
えられている。
また、ここから大佐山の方に向

けて沈む夕日は絶景だとささやか
れている。

亥の子まつり

旧暦１０月の亥の日で、この日
は田の神が帰られる日とし、収穫
祭として祀られた。各地にあった
祭りである。
杉の亥の子まつり（亥の子づ

き）は平成の終わりまでは子供た
ちが毎年行っていた。
亥の子の日の１週間前から子供

たちが準備を始める。山からカズ
ラを４,５本取ってきて、亥の子石
にくくり付け、弊を切る。亥の子
の日の夕方、公会堂に集まった子
供たちは弊を供えて「亥の子の神

亥の子石

子供たちが作る弊17



を信ずるものは、お家も繁盛、五
五穀も上手（成就？）、ヨイサ、
ヨイサ」と２,３回歌い亥の子石を
ついた後、子供たち全員で各戸を
さっきのハヤシ言葉を大きな声で
はやしながらついて歩く。各戸か
らは祝儀のお金をもらい、それと
引き換えに子供たちが作った弊を
渡す。もらった祝儀は後で計算し、
参加者全員に配分する。現在はこ
の行事も姿を消した。
口伝によると、一斉に歌うハヤ

シ言葉は周辺地域並びに他県でも
「亥の子のようさ。祝わぬものは、
鬼産め蛇産め、角の生えた子産め、
ドンサ、ドンサ」というもので
あったが、杉地区のハヤシ言葉は
前述のものである。それは、かつ
て阿口小学校の職員住宅に泊まっ
ていた先生が当時ハヤシていた原
形のハヤシ言葉を聞いて、祝いの
お囃子言葉にふさわしくないと
「亥の子の神を信ずるものは、お
家も繁盛、五穀も上手（成就？）、
ヨイサ、ヨイサ」と作詞され、以
後、杉の子供たちだけは子のハヤ
シ言葉になったという。

昔は鉄の輪はなく、くびれた石
だけであった。いつの時点からか
付けられた。かつては石のくびれ
部にカズラをかけてクモの巣のよ
うに四方に張っていた。
部落の各家を回ってこの動きを

毎回していた。家々を回っている
ときに、お金やみかんやお菓子を
もらえていた。家に着くまでは静
かに声を出さずに行き、儀式に
なったら唐突に大きい声で歌って
家の人にびっくりさせていた。終
わったら金倉山のところの神輿台
のところで山分けしていた。
阿口のどこでもしていた行事で

あったが、最後までしていたのは
杉地区であった。基本的に小学生
の役割としてしていた行事であっ
たが、晩期頃は中学生も混ざって
行っていた。

他地域の亥の子まつり

インノコ
（兵庫県立歴史博物館）

姫路市周辺の海
岸部、および家島
群島ではワラで
作った作り物を神
輿のようにして子
供たちが練り回す
ということがみら
れ、この作り物も
インノコと呼ばれ
ていた。インノコ
は最後には大地に

たたきつけられて壊されるが、そ
れはもともとこの行事が、大地を
わら束で叩いてその生命力を高め、
豊作を願う意味を持った「亥の子
搗き」であったことに由来する。
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として利用されていた。しかし
ながら戦後に植林された山は
うっそうとし、集落に影を落と
すようになり、誰も寄り付かな
い山となってしまった。
そこで、昔ながらの人が集ま

る「場所」の再生を目的とし、
地域の自治会員が中心となって
「杉さくらの杜育てて観る会」
が設立された。
この周辺には醍醐桜や岩井畝

の大ザクラがあり、すでに観光
名所になっている。しかし、い
ずれも単木であり桜並木を歩く
ようなことはできない。そこで
本会では、それらの道中にあた
るこの場所に桜並木の中を歩け
るような名所を作り、地域とし
て桜の名所づくりに貢献し、一
層この地域を盛り上げていきた
いと考えている。
草刈りなどの維持管理などが

大変で若い人が継いでくれるか
が懸念されているが、自分たち
が楽しんですることを第一の目
的にもしている。

会員が作ったログハウスと桜の名所予定地

杉さくらの杜

ログハウスでのひととき

杉さくらの杜育てて観る会の会員

岡山県真庭市阿口の杉集落の裏
手にある山はかつては頂上が神社
となっており、人々の集まる場所

令和5年時点の桜の木
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顔なし地蔵

原茂にあったお城が戦に負け、
お姫様が逃げる途中に、薙刀を
持ったままここから身を投げ、
顔がつぶれてしまったので、顔
なし地蔵が祀られたという古老
の話がある。
祠のすぐ近くに１０mくらいあ

る岩壁があり、そこから身投げ
したと思われる。

丹月様（丹月正人）

丹月様（たんげつさま）は丹月
正人（たんげつしょうにん）とい
うお坊さんのことを指している。
昔は、幅３０㎝、高さ１mの石

碑と、横に丸形の石碑があったと
言われているが現在はお地蔵さま
（明治６年 黒田又一郎氏建立）
が祀られており、お参りするとぜ
んそくなどにおかげがあるといわ
れている。

稲荷様

杉の上のお堂の辺りから山道を
しばらく登ると、お稲荷様の鳥居
が見える。この稲荷は、明治時代
にムラに赤痢が流行したときに、
森椙英次氏宅、森杉広氏宅、山田
祥一氏宅の３軒で祀り始めたとい
う。
２月の初午には３軒で宿を回し

て祭りを行っている。宮司を頼ん
で拝んでもらう。

（『阿口を訪ねて』より）

稲荷様の祠

別所鉱山近くの四面地蔵
20



岩屋の穴のお大師さま

四角柱の4つの面にそれぞれ地
蔵が浮き彫りにされている。

岩屋の穴の入り口に祀られてい
るお大師さま。かつては春と秋に、
お大師巡りの人々がお参りに来て
いた。青年会の人たちがお遍路さ
んを接待して、公会堂に泊めるな
どの接待をした。

（『阿口を訪ねて』より）

杉地区では、お大師巡り自体は
かなり前からやめていた。しかし
お大師巡りの名残で、10年くらい
前までは地区の人たちで集まって
お大師様を拝み、料理を食べてい
た。

地神

芋岡のミサキ

祠の中の御神体は、銅の鏡。こ
のミサキはかつて「備中国呰部住
為家作」と銘の入った槍が供えら
れていた。現在でも２本の方なの
雛型が供えられている。不憫な死
に方をした人を先祖が祀ったのが
始まりで、３月３日にはのぼりを
あげ、宮司に拝んでもらう。以前
には、ミサキの前で踊りをしたこ
とがあったらしい。

阿口の地神
地神は百姓の守り神で、阿口で地
神信仰がされるようになったのは
明治末から大正のこと。秋の社日
にお神酒を供え、宮司に拝んでも
らう。（『阿口を訪ねて』より）
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旧阿口老人憩いの家
近くのミサキ

ミサキとは？

不慮の死を遂げた人を祀った
ものを「ミサキ」という。霊力が
非常に強い怨霊であり神様でもあ
る。祠の市が悪ければ、人にとり
つくこともあるという。また、特
定の力を持つミサキもあり、病気
の治癒や安産の御利益があるもの
もある。

（『阿口を訪ねて』より）

九郎坂

昔、作州から備中に嫁いだ人
が離縁して作州に戻り、今度は
杉に嫁いだ。残された「九郎」
という子供が、母恋しと会いに
来る途中この坂で息絶えた。母
は「私は嫁いだ身なのでここに
埋葬するわけにいかない」と言

杉乢ノ堂の道標
（右ハあざい 左ハをちやい）

い、子供はこの坂に埋葬され墓も
あるという古老の話。

九郎坂の道標
（右ハあざい 左ハ志んまち）
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高野山真言宗

「聚法山薬王寺」

本尊 薬師如来
左手に薬壺（やっこ）を持ち、右
手は施無畏（せむい）の印を示さ
れている。これにより、恐れと不
安を取り除いている。

脇士 愛染明王 聖観音

沿革（寺伝より）
大同２年（８０７）弘法大師開基
宝暦１０年（１７６０）鐘楼建築、
梵鐘鋳造
明治８年１２月 開明校と称し、
阿口小学校の全身を開校
明治３２年 石段完成
昭和１７年 梵鐘供出
昭和４７年１０月 梵鐘再鋳
昭和５７年 本尊並びに脇士仏像
補修彩色替
平成２３年 本堂改築

薬王寺（山号：聚法）は、高野
山真言宗の寺で、開基は天平年間
までさかのぼるという。
現在の住職で70代目以上である

はずだが、20数代目の住職である
としている。それは記録上明らか
な部分のみを勘定しているためで
あろう。
明治初期頃には、寺子屋として

薬王寺が使われていたこともあり、
阿口小学校の前身ともいえよう。
戦後一時期には、義務教育を終え
た女子に裁縫や作法を教える場所
として提供されていたこともあり、
薬王寺が幅広く役立っていたこと
を物語っている。
薬王寺の檀家は、阿口の大部分

を占めるほどである。
薬王寺の鎮守様は牛頭天皇で、

寺の裏にある。
境は石の少ないところで、

（「のめ石」といわれる土の塊が
多い）寺の石段を作る際には、阿
口中の檀家の人が月田から1個1個
石を担いできてくれたという美談
が残っている。

（『阿口を訪ねて』より）
本堂はたびたび焼けており、詳

しい資料はあまり残っていない状
況である。

薬王寺本堂

薬王寺の梵鐘23



薬王寺の石段

大山様

コビダナの大山山の頂上に「大
神山神社」と刻まれた自然石が祀
られている。『北房町史民俗編』

によると、これは伯耆大山（ほう
きだいせん）の大神山神社奥宮を
勧請したものであるらしい。境の
人々は大山様を農作の神と考えて
いる。すなわち、水を賜る神でも
あり、農業に欠くことのできない
牛にも関わりが深いという。

旧４月２４日には大山様の祭り
が行われていた。各戸から人が出
て大山山に登り、「豊作になりま
すように」「大水が出ませんよう
に」などと祈った。拝むのはたい
てい先達だが、宮司を頼むことも
あった。山の上で当番の家が用意
したお神酒を皆で飲んだ。この日
には各家家で田植えの準備をする
ことになっている。大山祭りは最
近３０年ほど行われていない。

（『阿口を訪ねて』より）

山上様

旧４月８日は山上様の縁日で、
先達が結願のため護摩を焚いてホ
ラ貝を吹いたり、餅（おひら、お
はま）を投げたりした。これを
「四方固め」という。「四方固
め」の餅を拾うと、子どもを授か
るとか、「マンがいい（運がい

大神山神社と刻まれた自然石

現地写真
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い）」とかいう。山上様の縁日は
たいそう賑わい、行商人の姿も見
られた。先達が絶えた後は薬王寺
の住職が餅投げをしていたが３～
４年前から行われなくなった。

（『阿口を訪ねて』より）

のぶよし荒神

のりさだ荒神

こびたな荒神

阿口の荒神

阿口では、どの部落でも共通
で、男子は子供が生まれて30日
目、女子は33日目に荒神に参る。
荒神様に部落の一員になったこ
とを報告し、赤ん坊の名前を書
いた命名の紙を社の前に貼るの
である。その際、境では初穂袋
のお米をまくという。また、赤
飯なども供える。命名の紙は、
阿口神社の氏神にも納めるが、
本来は荒神にのみ納めるもので
あるらしい。正月に荒神に参る
という例もあり、荒神は産土神
に近い存在であるようだ。
牛の子が生まれた時にも、同

じように荒神に参る。牛は欠く
ことができない家畜であったか
ら、部落の一員ように大切にさ
れたということでもあろうが、
荒神は牛の守り神としても信仰
されているようである。境では
以前、旧暦の6月10日に「牛の子
まつり」と呼ばれる荒神の夏祭
りが行われていたほどである。
荒神は産土神、牛の守り神と

いう二つの性格をあわせ持って
いるようである。これ以外にも、
「部落の守り神として家内安全
や豊作を祈る」さらに「荒神は
百姓の神であり、豊作のときに
参る」という話もある。
これらのことから、阿口の荒

神は、産土神、部落神、作神、
牛の守り神として信仰される複
合的な神あるようだ。

（『阿口を訪ねて』より）
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庚申様こびたな荒神横の観音様

こびたな荒神横のミサキ

天皇様
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阿口神社

文禄元年（１５９２）、この年
は大干ばつだった。同年の６月に
阿口村の庄屋、組頭、百姓代表な
どが同村で一番高い山である千平
山（せんぺいざん、竜王山の別
称）に登り雨乞い祈願したところ、
霊験著しくにわかに降水があった。
そのため、竜王山に阿口村の大氏
神として祀った。

阿口神社の本殿

秋の鳥居と参道

阿口には古い時代から鉱産物の
産出があり、その繁栄を願って
「金山彦神」を金倉山に祀ってい
た。明治４３年（１９１０）、こ
の神社と愛宕神社、網掛神社など
を合祀して新たな阿口神社とした。

（『北房町史』より）

阿口神社の祭りは、現在、正
月・春・夏・秋・新嘗祭の計５回
ある。中でも秋の１０月にある祭
りは盛大に執り行われる。
この阿口神社は頼んだ際には祈

祷もしてくれる。

むねとう荒神

地神
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高鶴部城に水を送った
御井出

昔はこのあたりから水をお城に
ひいていた。取水口が草谷にあっ
た。

原茂八十八ヶ所霊場

愛宕山の入り口から坂道を登る
と、道に沿って点々と石仏が姿を
現す。山を一回りするように八十
八か所分の石仏が設置されている。
明治の末期、子供を連れた一人

日野上の廣瀬さんが寄付した石仏

お堂と石碑（手前に写っている石碑にい
われが刻まれている）
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の尼さんが阿口に住み着いた。広
島から来た小野智ショウ尼という
その尼さんを、阿口の人は「チ
ミョウ」と呼んだ。チミョウさん
は寄付を募って歩き、明治４３年
１月、愛宕山に四国八十八ヶ所の
霊場を模した仏像を安置した。作
州へも足を運んだのだろう。それ
ぞれの仏像に刻まれた寄付者の名
前には、勝山町、落合町の人のも
のも含まれている。
チミョウさんが住んでいたのは、

３畳ほどの大師堂だった。チミョ
ウさんは阿口中を泊まり歩いてい
たが、晩年は原茂の人が小屋へ代
わる代わる通って世話をした。チ
ミョウさんは新見市富原に葬られ
ている。

（『阿口を訪ねて』より）

足おう様

塚本家に伝わる鏡

古墳がかつてあったといわれて
いる。この鏡は手鏡型の和鏡で、
梅などのデザインが施されている。

九郎坂の道標の「右ハあざい」方
面に坂を上り、道が平たんになっ
た所に石で囲まれた中に小さなお
地蔵様の顔が見える。言われもど
んな感じの表記なのかも不明だが、
急な九郎坂を上り切り、さらに草
谷に向けて上り坂が続くため、こ
こで足を休めたのではないだろう
か？

足おう様

谷口俊二氏宅の先祖墓
延寳（1673年～）の元号が見える29



庚申様

原茂の山の中の中腹にある庚申
は、三目六臂（さんもくろっぴ）
の青面金剛像で足下に二鬼を踏み、
左右に青衣の二童子を従えている。
上々の作であって、鳥取の仏師が

吉祥寺のご本尊様

吉祥寺自体は現在廃寺になって
おり、御本尊は別の場所に移設さ
れている。鳥取の住職が年に1回来
られて拝んでいる。30

作ったものだと伝えられている。
（『北房町史』より）

この庚申様は祠の中に祀られて
おり、原茂の一部の人が管理して
いる。

三目六臂とは？
３つの目と６つの腕を持ってい

るということ。
仏像には、手や目、顔などの数

が普通の人間よりも多いものが
多々ある。それは、この世のもの
ではない不思議な力を持っている
ことを表している。目や顔が複数
ある場合は、その目や顔で世の中
の困っている人のことを見逃さな
いという意味合いや悪者を絶対見
逃がさないという意味合いなどが
ある。手が複数ある場合は、より
多くの人を救う慈悲深さや万能さ
や力強さなどを表している。

庚申様の祠

庚申様の仏像

足下の二鬼



愛宕様

愛宕（あたご）様を火の神とし
て祀っている。
原茂は大正、昭和初期にしばし

ば火災に見舞われた。いったん、
阿口神社に合祀して寄せ宮と呼ん
でいたが戦後三度火災にあったた
め、神社から原茂に戻して祀るよ
うになった。昭和30年ごろまで、
原茂の人は交代で、お札を持って
毎日お参りしていた。また、高梁
の愛宕様へは現在でも3軒ずつ当
番でお参りして、頂いたお札を部
落中に配っている。原茂に火事が
多かった理由について、法印（お
坊さん）は「愛宕様の社フロを
切ったからだ」と言ったという。
旧7月24日は、愛宕様の縁日で

ある。当番の3軒が23日の宵に部
落中から集めた賽銭、薪を持って
愛宕様を参り、祠の前でかがり火31

阿弥陀如来

吉祥寺の隣のお堂に祀られて
いる阿弥陀如来様。

鼻こげ地蔵

1メートルくらいの地蔵で、石
に囲われている。
毛利・尼子の戦いで大山城が落

城したときに、2人の落人を殺し
てしまったために祀ると伝えられ
る。もともと2つの地蔵があった
ので、「二つみ堂」と呼ばれてい
た。2つのうち片方の地蔵は富原
の人が持って行ったので、この地
には1体のみが祀られている。
この地には俗に「鼻こげ地蔵」

とも呼ばれている。鼻がかけてく

ぼんだようになっているため、こ
の名前が付いたのだろう。鼻がく
ぼんだ理由は、子供のいたずらだ
とか、鉱山関係の人が鼻の穴をつ
ついて縁起を担いだとか、さまざ
まに伝わっている。

（『阿口を訪ねて』より）



岩屋の段の四面地蔵

刀工「国重」住居

四角柱の4つの面にそれぞれ地
蔵が浮き彫りにされている。

32

安土桃山時代、天正5年
（1577）ごろ左兵衛国重を頭領と
した国重鍛冶が原茂に移住し、刀
工の仕事をしていた。菅生、大井
野、君山、布瀬には小規模な野だ
たらの遺構が多くあり、そこで作
られた鉄は馬で原茂の地まで運ば
れ、この地でたくさん作られた木
炭とともに製鉄鍛刀に使われてい
たのであろう。
また、「かじや場」「炭がま」

「国重」という地名（小字）が元
禄検地帳見られるほか、「国重荒
神社」という荒神様の社が残って
いたり、「国重」という屋号の家
が原茂には残っている。

くにしげ荒神
（国重刀工居住地内に祀られている荒神社で、
国重という屋号を持つ森近家の上にある）

地神

をたいて夜ごもりをする。山の入
り口から愛宕様を祀る頂上までの
道のへりには、子供たちの文字や
絵が描かれた灯篭が並べられる。
昭和30年～50年ごろまでは、この
宵に原茂の子供たち（小学校5,6
年生～中学生）が安く仕入れた駄
菓子などを灯篭の火の下で売って
いた。愛宕様の夜ごもりは、子供
たちにとっては楽しい夜であった。
当時、原茂だけで50～60人いた子
供は10数年でみるみる減り、子供
の出店も今では姿を消している。
翌24日のまつりでは、午前9時

ごろから宮司に拝んでもらう。
（『阿口を訪ねて』より）



あとがき

『阿口の遺産』作成にあたり

境にある聚法山薬王寺は大同２年（８０７）に弘
法大師が開基されたといわれていており、それから
１２００年。阿口は小さな山村ですが、長い歴史と
人々の営みが延々と続いてきました。
昭和３０年代から日本も高度成長期に入り、生活

様式、物の価値観、考え方などが大きく変化し人口
流出、過疎化に歯止めがかからず空き家などが目立
つようになってきました。昔、繁栄していた鉱業の
遺跡や地名、習わしごとなどが人々の記憶から消え
去ろうとしています。そこで本会では、これらの遺
産を後世に伝えていこうと考え作成することにしま
した。
『阿口の遺産』は正確性を持たせるため『北房町

史』や『阿口を訪ねて』（早稲田大学日本民俗学研
究会）の記述、その他書物を引用し、また、地域の
大勢の方のご協力をいただき、写真を中心に構成し
ております。ご協力をくださいました皆様大変あり
がとうございました。とても十分とは言えませんが、
この冊子が少しでもお役に立つならばありがたいで
す。

令和４年（２０２２）３月
杉さくらの杜育てて観る会
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